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会
長
挨
拶

梅
雨
も
明
け
、
猛
暑

の
日
々

が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
△ム
員

の
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が

過
ぎ
た
今
、
テ
レ
ビ
等
で
は
来
年

開
幕
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
の
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
共
感
を

得
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
復

興
に
際
し
、
私
た
ち
は
音
楽
の
持

つ
力
の
偉
大
さ
を
折
に
触
れ
て

感
じ
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
心
を

豊
か
に
す
る
芸
術
、
当
協
会
は
そ

こ
に
携
わ
る
団
体
と
し
て
今
後

も
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
２
月
に
恒
例
の

会
長
　
藤
崎

〓
一郎
助

イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
と
し
て
、
ガ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
に
加
え
、
日
本
の
オ

ペ
ラ
を
２
作
品
、
「あ
ま
ん
じ
ゃ
く

と
う
り
こ
ひ
め
」
と
「だ
ん
ま
り
く

ら
べ
」を
上
演
し
ま
し
た
。
昨
年
の

本
公
演
も
「修
道
女
ア
ン
ジ
ェ
リ

カ
」と
「カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・ル
ス
テ
ィ

カ
ー
ナ
」
の
２
本
立
て
で
し
た
の

で
、
年
間
で
４
つ
の
オ
ペ
ラ
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
創

立
か
ら
４４
年
目
を
迎
え
た
歴
史
の

あ
る
協
会
と
は
い
え
、
歌
い
手
の

皆
さ
ん
の
努
力
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま

す
。
ま
た
同
時
に
、
△ム
員
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
や
ご
協
力
の
も
と

で
成
し
得
た
こ
と
だ
と
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

秋
の
本
公
演
は
フ
ラ
ン
ツ
・レ

ハ
ー
ル
作
曲
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
メ

リ
ー
・ウ
ィ
ド
ウ
」を
上
演
致
し
ま

す
。
指
揮
に
は
末
廣
誠
氏
、
演
出

に
は
渡
部
三
妙
子
氏
を
お
迎
え

会長

藤崎 二郎助

し
ま
し
た
。
今
年
の
本
公
演
が
新

し
い
時
代

の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
、
明
る
く
楽
し
い
舞
台
に
な

る
よ
う

一
丸
と
な
っ
て
準
備
し
ま

す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ま
、
お
知

り
合
い
に
も
お
声
掛
け
の
上
、
お

運
び
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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「
修
道
女

ア
ン
ジ

エ
リ
カ
」

フ
ヴ
ｒ
リ
ア
・ル
ス
一７
カ
ー
と
報
告

芸
術
監
督
　
佐
藤

淳

一

今
回
の
公
演
は
、
指
揮
／
佐

藤
寿

一
、
演
出
／
伊
藤
み
弥
の

両
氏
と
仙
台

フ
ィ
ル

ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
で
開
催
し
た
。

本
協
会
で
は
第
７
回
（１
９
８
２

年
）
に
同

じ
演

目

で
公
演

を

行

っ
て

い
る
。
「修
道
女

ア
ン

ジ

ェ
リ
カ
」
で
は
女
性

の
み
１０

数
名

の
キ
ャ
ス
ト
が
必
要
で
、

オ
ペ
ラ
協
会
合
唱
団

の
メ
ン

バ
ー
も
キ

ャ
ス
ト
と
し
て
参

加
。
「カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・ル
ス
テ
ィ

カ
ー
ナ
」
で
は
舞
台
上
だ
け
で

な
く
舞
童
暴
で
の
合
唱
も
必
要

で
、
我
が
合
唱
団
に
加
え
て
東

北
電
カ

ミ

ッ
タ
ー
ゲ

ッ
セ
ン

コ
ー
ル
、
石
巻
メ
ン
ネ
ル
コ
ー

ル
、
仙
台
放
送
合
唱
団
の
方
々

に
も
ご
参
加

い
た
だ
い
た
。
ま

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
少
年
少
女
合
唱

隊
の
皆
さ
ん
に
は
ア
ン
ジ

ェ
リ

カ
の
影

コ
ー
ラ
ス
と
カ
ヴ
ァ
レ

リ
ア
の
子
役
と
し
て
出
演
し
て

い
た
だ
い
た
。
両
オ
ペ
ラ
は
共

に
１
時
間
前
後
の
作
品
で
あ

っ

た
が
、
時
間
の
長
さ
に
関
係
な

く
オ
ペ
ラ
を
同
時
に
２
本
公
演

す
る
の
と
同
じ
事
と
な
り
、
制

作
費
の
面
で
は

課
題
を
残
す
こ

と

と

な

っ
た
。

し
か
し
公
演

の

内
容
と
し
て
は

か
な
り
の
満
足

度
を
持

っ
て
終

え
る
こ
と
が
出

来
た
。

「修道女アンジェリカ」
アンジェリカを演じて
■回躙靡鰈躙輻鮮串■■||||||||

キャスト発表から嬉しさと恐怖の毎日でした。人生初

めての主役、本当に自分に出来るだろうか、とてもとて

も不安でした。短い作品ではありますが、アンジェリカ

は 1時 間休まずステージ上で歌い続け、純粋な優 しさ

から、怒り、苦しみ、ヒステリアなど、アンジェリカの様々

な′い理状況を演じなければいけません。音楽を少しず

つかじりながら、課題を一個一個解いていき、濃厚な

勉強期間でした。先生方、稽古ピアニストの方、先輩方、

他沢山の方が色々と教えて下さり、アドバイスをして下

さり、助けて下さいました。皆様に心から感謝を申し上

げます。プッチーニの美しい音楽を舞台上で歌えて一生

忘れない経験でした。有り難うございました。

「カヴァレリア・ルスティカーナ」
サントゥッツァを演じて

||||||||||‐

私が初めて生のオペラに触れたのは高校生の時に観た「カヴァ

レリアルスティカーナJでした。話あわかりやすさも手伝って、な

んて劇的で、美しい音楽なのだろうと、感動したのを今でもよく党

えています。そんな思い出深い作品で、光栄にもサントゥッッァを

演じることができ、音楽に没頭できた幸せな日々 でした。

稽古中は、動きばかりに気を取られて悩んでいた私に、ある日、

先輩が「お客様は、あなたの動きを見に来るのではなくて、歌を聴

きに来てくださる」と、助言してくださいました。歌Π昌で伝えていく

ことの難しさや面白さを感じるとともに、役と正面から向き合うこ

との大切さを教えていただきました。あっという間の半年間でし

たが、大変充実した毎日でした。支えていただいた皆様方に、改

めて感謝申し上げます。ありがとうございました。

イ
ン
テ
ル
メ

ッ
ツ
ォ
の
お
知
ら
せ

春
の
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
２
０
２
０

甲

□
圃

「ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
／
オ
ペ
ラ
名
場
面
集
」

勿
甘
曇
ンステム（ほ夢
り製
‘

２

　

一
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ウ

ィ
ー

ン
・オ

ペ

レ

ッ
タ
の

名
作

「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
！

美
し
い
音
楽
…
軽
妙
な
お
芝
居

…
華
や
か
な
舞
台
…
そ
し
て
ダ

ン
ス
ー

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
と
し
て
も
存
分
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
の
作
品
。
仙
台

オ

ペ
ラ
協
会

で
は

１８
年

ぶ
り
、

２
度
目
の
上
演
と
な
り
ま
す
。

今

回

の

指

揮

・
演

出

は
、

２
０

１

２
年

「愛

の
妙
薬
」
で

ご

一
緒
し
て
く
だ
さ

っ
た
末
廣

誠
先
生
と
渡
部
三
妙
子
先
生
。

渡
部
三
妙
子
先
生
は
、
ヽヽ
ヽ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団

「お
む
ら
い
す
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
の
演
出
家
。
本
協
会

で
の
演
出
は
、
「愛

の
妙
薬
Ｌ

ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
に
続

い
て
３
度
目
で
す
。
華
や
か
な

パ
リ
を
舞
台
に
、
ち
ょ

っ
ぴ
り

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
要
素
も
取

り
入
れ
て
、
洒
落
た
ス
テ
ー
ジ

を
創

り
上
げ

て
く
だ
さ
る
で

し
ょ

つヽ
。
指
揮

の
末
廣
誠
先
生

は
、
も
う
オ
ペ
ラ
協
会

の
公
演

で
は
お
馴
染
み
。
作
品
の
構
成

や
各
曲

の
特
徴
、
役
柄
の
心
情

ま
で
分
析
し
た
音
楽
づ
く
り
で
、

キ
ャ
ス
ト
を
リ
ー
ド
ー

期
待
が

高
ま
り
ま
す
。
　

　

（鈴
木

誠
）

讐:ヨ|「
メリー・ウイドウ」演出家から

只今、『喜歌劇』たるものと、総力をあげ

て戦っております。『メリー・ウイドウ』。114

年の間、人々を楽しませ続けてきたこの作

品の『喜』はなんだ ?『 面白い』は100年

の時を超えて共有できるものなのか|?台 詞

のみのシーンが、これでもかっ 1と 組み込ま

れています。音楽に頼ることはできません。

その音楽があまりにも素晴らしいので、台

詞シーンのプレッシャーは想像を絶するも

のです。ですが、音楽と台詞との相乗効果の中にこそ『面白い』の

答えがあると確信しています。戦略は揺 らぎません。心身ともに

汗だくで戦うキャストを尻 目に、『メリー・ウイドウ』の登場人物

たちは1｀曽らしいほど愉快です。

この経験をくださったすべての皆様に心からの感謝を込めて、極

上の『陽気な喜歌濠1』 をお楽しみいただけるよう、さあlお稽古です l!

ポンテヴェドロ王国の国柄や国民の人柄。そ

の中で、ハンナに対するダニロの内なる思い。

ぼくたちは何にそんなにこだわっていたのか、

二人の成り行きから人間の不完全な素敵さまで

も感じてもらえたらと思います。周りや上司まで

を振 り回していますが 。第 42回 公演フイガ

ロ役をいただきました一昨年に引き続きお世話

になりますが、よリー層よい音楽と内容の面白

さをお伝えできますよう努めたいと思います。

「へえ、そうなんだ !」 て話

鬼才バルトークの晩年の傑作『管弦楽

の為の協奏曲』の第4楽章は《中断され

た間奏曲》と題されている。変拍子だらけ

の素朴な舞曲は突然乱入するクラリネッ

トの脳天気な主題で中断される。実はこ

の主題、その2年前に書かれたショスタ

コーヴイチの『交響曲第7番 レニングラー

ド』で執拗に繰り返される戦争の主題の   末 廣 誠

一部だが、元々は『メリー・ウイドウ』のダ

ニロのアリアのものだ。【あのマキシムは・…1耳に残る下降形の

甘い旋律は何度も顔を出す。オペレッタとは無縁そうなバルトー

クやショスタコーヴイチの琴線にどう触れたのだろう。マーラー

などは照れて、他の作品に紛れさせて楽譜を購入したらしい。天

才達も意外と可愛い。『メリー・ウイドウ』はみんなを虜にする。

何せショスタコーヴィチの虐、子の名はマキシムだからね。

国の財政を揺るがすほど大金持ちの未亡人

ハンナを演じます。お金が目当てと言えどもハ

ンナはいつも男性に囲まれています。役の上と

は言え、男性に囲まれるなんで今まで一度も見

たこと無い光景です。私の人生には三度と無

いであろうこの景色を存分に楽しみたいと思い

ます。優美な音楽と笑いの洪水の中で繰り広

げられるダニロとの恋の駆け引きも、お,西 落に

演じられるように頑張ります。

渡部 三妙子

松本 康子

出演者
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演奏部会員

萩 野 結  … … … …… … … … …  … …… …

宮城教育大学大学院修士課程音楽教育専修修了。声楽を

應和恵子、原田博之各氏に師事。大学院在学中に、仙台

オペラ協会 15期研究生として、佐藤順子、鈴木誠各氏

の指導のもと、研鑽を積んだ。これまでに、「カルメン」

黙役、「フイガ回の結婚J花娘役で、仙台オペラ協会の公

演に出演。

経験も浅くまだまだ未熟ではありますが、演奏部のみなさんと練習

をご一緒させていただく中でたくさん勉強させていただきたいと思
います。聴いている人の心に残るような歌と演技ができるようにが

んばります。どうぞよろしくお願いします !

吉 田 香 奈  … …  … … …    … …

常盤木学園高等学校音楽科卒業。AJanic∪nbn Co bge、

Longy Schoo of Mus cで 芦 楽 を、Falh Esham氏 、

Kary Ryczek氏 に師事。声楽演奏学士取得。芦楽演奏

修士課程 1年次終了。仙台オペラ協会第 16期研究生と

して、應和恵子、姉歯けい子の各氏に師事。

新しく準会員になりました古田香奈です。これから多くの事を学び、

皆さんと素晴らしい音楽を創れるように頑張ります。ご指導よろし

くお願いします。

仙
台
オ
が
フ
協
会
合
唱
団
の
活
動

今
年
、
結
成

４
年
目
を
迎
え
る
仙
台

オ
ペ
ラ
協
会
合
唱
団
。
昨
年
は
、
カ
ヴ
ァ

レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
と
修
道
女

ア

ン
ジ

ェ
リ
カ
で
大
活
躍
だ

っ
た
。
今
年

２
月
の
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
で
は
、
「
ナ

ブ

ッ
コ
」
と

「
ア
イ
ー
ダ
」
よ
り
、
有
名

な
合
唱
曲

２
曲
を
演
奏
。
さ
て
、
今
年

の
本
公
演
は
、
「
メ
リ
ー
・ウ
ィ
ド
ウ
」
に

出
演
す
る
が
、
踊
り
は
大
丈
夫
か
な
？

楽
し
く
、
華
や
か
な
舞
台
を
め
ざ

し
練

習
中
Ｈ

４
年

目

と
も

な

る
と

「オ

ペ

一こ

と
い
う
も

の
に
慣
れ
て
き
た
の
で

は
「

し
か
し
な
が
ら
男
声
が
欲
し
い
Ｈ

求
む
――

男
声
メ
ン
バ
ー
。
（佐
藤

順
子
）

研究生活動報告

16期生報告

18期生報告

高橋 里江

オペラ鑑賞が趣味でしたが、畏れ多くも歌つて

みたくなり、京都で小木谷好美先生、仙台で松本

康子先生に師事する事が出来ました。今回研究

生になれ、夢の様です。精一杯頑張りますのでど

うぞ宜しくお願い致します。

佐 藤 雅 也

福島県喜多方市出身。宮城教育大学初等教育教員

養成課程音楽コース卒業。原田博之、應和恵子両

氏に師事。同大学の講義を切つ掛けにオペラに興

味をもち、大学在学中から仙台オペラ協会の活動

に携わる。現在、名取市立相互台小学校講師。

17期生報告

‐６
期
は
吉
田
香
奈
さ
ん

３
８
）
と
今
泉
翔

仁
さ
ん

貧
♂
じ

の
２
名
。
１
年
次
は
グ
ル
ッ

ク
作
曲
「
オ
ル
フ
エ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
エ
」

を
教
材
と
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
後
期
半
ば
、

今
泉
さ
ん
は
体
調
不
良
で
参
加
で
き
な
く
な

り
、
急
返
代
役
と
し
て
宮
教
大
４
年
生
だ

っ
た

佐
藤
雅
也
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
２
月
末
か
ら

の
参
加
だ

っ
た
が
、
助
演
の
相
羽
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
吉
田
さ
ん
も
佐
藤
さ
ん
も
発
表
会
で
は

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

２
年
次
は
佐
藤
さ
ん
に
助
演
を
お
願

い

し
、
前
期
は
ド

ニ
ゼ

ッ
テ
ィ
作
曲

フ
フ
ン
メ

ン
ル
ム
ー
ア
の
ル
チ
ア
」
を
、
後
期
は
ヴ

ェ

ル
デ
イ
作
曲

「
椿
姫
」
を
研
究
し
た
。
吉
田

香
奈
さ
ん
は
、
助
演

の
方

々
に
支
え
ら
れ
、

こ
の
２
年
間
で
演
奏
能
力
が
飛
躍
的
に
上
達

し
、
オ
ペ
ラ

ヘ
の
理
解
度
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
（文

一應
和

恵
子
）

平
成
３‐
年
３
月
３‐
日
に
、
第
１７
期
生

の
発

表
会
が
無
事
終
了
し
た
。
一則
期
同
様
、
モ
ー

ツ
ア
ル
ト

の

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
ー
ト
ウ
ツ
テ
」

の
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
と
二
重
唱
を
、
後
期

は
イ
タ
リ
ア
語
と
演
技
で
臨
ん
だ
。
フ
イ
オ

ル
デ
ィ
リ
ー
ジ

に
佐
藤
豊
子
さ
ん
、
ド

ラ

ベ
ッ
ラ
に
加
藤
雅
子
さ
ん
。
レ
チ
タ
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
の
抑
揚
や
間
の
取
り
方
等
が
難
関
で
あ

り
、
演
技
も
基
本
と
な
る
体

の
動
き
が
自
然

‐８
期
は
高
橋
里
江
さ
ん

ａ
ｏし
と
佐
藤
雅
也
さ
ん

（雪

）ヽ。
教
材
は
「
フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
」
の
冒
頭
部
分
。

１
回
目
は
姉
歯
先
生
の
オ

ペ
ラ
概
論
、
２
回
目
か
ら
音

楽
稽
古
。
こ
の
二
人
は
音
取

り
も

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ

の
つ
か
み
方
も
う
ま

い
の

で
、
早
く
仕
上
が
り
そ
う
で

あ
る
。

（文
一應
和

恵
子
）

体
に
な
る
ま
で
時
間
が
か
か

っ
た
。
ス
ロ
ー

ペ
ー
ス
の
二
人
な
の
で
、
発
表
会
ま
で
に
問

に
合
う
か
心
配
だ

っ
た
が
、
本
番
は
落
ち
着

い
て
演
奏
し
、
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
年
目
の
前
期
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ

ガ

ロ
の
結
婚
」
か
ら
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た

一
歩
前
進
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

（文

一佐
藤

順
子
）
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～ 籠う 2019年度社員定時総会開催 Qゎ略

去る6月 8日 (土 )ホ テルレオパレス仙台

に於いて社員総会が開催され、全議案異

議なく承認されました。

総会後の「懇親パーティー&コ ンサートJ

では、賛助会員のみなさんをはじめ、多く

の方に楽しいひと時をすごしていただきま

した。
|  || |■ ||||||■ || |■ |■ ■ ‐■1111■ ||| ■|

平成 30年度事業報告 (主 なもの)

6月 2日

7月 16日

8月 1日

9月 1 2日

9月 22日

9月 30日

12月 6日

12月 22日

2月 16日

理事会 定時社員総会

グリーンプラザ「ふれあいコンサート」出演

会報第44号発行

第43回公演「修道女アンジェリカ/

カヴァレリア ルスティカーナ」

泉マルシェコンサー トに出演

せんくらコンサー トに出演

文化庁震災復興のための芸術家派遣

事業に出演 (栗原市金成支援学校 )

河北マタニティイベン トに出演

2019春 のインテルメッツォ
/AN演

f山台オペラ協会平成30年度 損益計算書

目〉〈科

会  費  計

(賛 助 会 員個 人)

(賛 助 会 員法 人)

(社  員 会 費 )

研 究 生 会 費)

(合 唱 団 会 費)

入 場 料 計

(本  公  演 )

(イ ンテルメッツォ)

広  告  費

共  催  金

助  成  金

業 務 受 託 料

寄    付

受 取 利 息

入J又雑

〈決算額〉

3,126,000
暮導器働番参

430.藝器攀

幕F善 .拳 器拳

18参 .曇 巻醸

l.1磨 S,曇器○

10,604,155
8.54尊 、逹i倉 :i

駐‐争55,63善

1,600,000
2,500,000
4,234,000

236,720
3,918,196

9
670,926

考〉〈備

(演奏部会員)

県文化振興財団・市市民文化事業団

芸術文化振興基金2,634千円

朝日新聞文化財団 20万円

花王芸術・科学財団50万円

カメイ社会教育振興財団 30万円

三菱UF」信託芸術文化財団60万円

文化庁派遣事業出演料等

協賛金、臨時会費等

総会時コンサート会費等

収 入 合 計 26,890,006

平成 31年度事業計画 (主 なもの)

理事会 定時社員総会

懇親パーティー&コ ンサート

グリーンプラザ「ふれあいコンサート」出演

会報45号発行

「小森輝彦による実践型ワークショ

ップ」に協力

9月 2829日  第44回公演「メリー ウィドウ」

10月 初旬 第 1718期 研究生前期合同発表会

2月 22日  春のインテルメッツォ公演

3月末 第 1718期 研究生後期合同発表会

各種の出演依頼には、積極的に応じる

会員加入の促進に努める

役員紹介

三郎助 藤崎代表取締役社長

雅 彦 河北新報社代表取締役社長

淳 ― カメイ専務取締役

光 哉 宮城県議会議員

けい子 オペラ協会演奏部会員

勉 宮城教育大学名誉教授

恵 子 オペラ協会演奏部会員

淳 ― オペラ協会演奏部会員

誠 オペラ協会演奏部会員

光 子 ホテルベルエア会長

洵 エイトリー 社長

員 人 税理士

卓 郎 弁護士

昭 伍 前オベラ協会会長

茂 之 前オペラ協会副会長

真 希

目〉

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

費

済

費

□叩
　

　

生

　

熱

通

公

伝

　

経

　

口ｍ
　

　

ス

数

　

却

返

演

楽

一一不
場

借

ム
ロ

　

酬

刷

録

樺

信

酬

肇

税

鵠

圭峨
儲

搬

耗

　

　

一
肝

　

雌

嬌

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

減

借

予

〈決算額〉

5,698,357
1,437,438
1,750,287
2,868,900
1,334,036
6,703,928
342,485
88,743

1,019,571
415,800

9,547
272,618
127,006
761,070
209,500
679,168
216,577
326,980
120,000

8,382
268,152

3,540,200
80,276
38,888

302,670
0
0
0

考〉〈備

指揮、オーケストラ演奏料等

稽古ピアノ費、楽譜代等

演出、舞台監督費等

公演会場費

稽古場借料等

大道具、照明、音響費等

チラシデザイン料等

プリンターインク代等

プログラム、チラシ等印刷代

記録写真、録画費等

労災保険料等

郵便料等

事務局電気、ガス、水道代

出演者交通費、ホテル代等

消費税、法人市民税等

新聞広告、ポスター掲示費等

総会、理事会経費等

スタッフ弁当代等

大道具運搬費

紙代、テープ代等

事務局家賃

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行等振込手数料等

ドリンクコーナー経費等

支 出 合 計 28,620,579 *1,730,573円の赤字です。

6月 8日

7月 15日

8月 1日

8月下旬

目〉(科

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

金

済

費

演

楽

芸

場

借

台

　

赫

刷

録

は

信

］

魏

は

輸

議

嚇

搬

欄

　

　

↓ ス

ロ

　

嘲

枷

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

前

借

予

〈予算額〉

6,120,000
620,000

1,405,000
3,050,000
700,000

6,340,000
450,000
80,000

1,060,000
460,000
10,000

270,000
130,000

1,695,000
180,000

1,200,000
210,000
265,000
120,000
12,000

270,000
3,200,000

85,000
40,000

300,000
1,647,680

0
109,399

支 出 合 計 30,029,079

会 長 藤崎

副会長 ― カ

〃 亀 丼

理 事 相 沢

〃 姉歯

〃 大 泉

〃 應 和

〃 佐 藤

〃 鈴 木

〃 高 野

〃 八 木

監 事 熊 谷

〃 三 島

顧 間 亀 井

〃 青 木

事務局長 庄 子

今年は、私の大好きな「メリー・ウイドウ」。18年ぶりのツェータ役です。ニェグシュ役の茅根さんとの芝居稽古も楽しい !近年は、研究生出身者

や現役の研究生も本公演で活躍し、嬉しい限りです。末廣先生、渡部先生からたくさん学んで、いい公演にしたいですね。

平成31年度収支予算書

〈科 目〉
前 期 繰 越 金

会  費  計

(賛 助会員個人)

(賛 助会員法人)

(社 員 会 費 )

0升 究 生 会 費)

(合 唱 団 会 費 )

入 場 料 計

(本  公  演 )

(イ ンテルメッツォ)

広  告  費

共  催  金

助  成  金

業 務 受 託 料
栄

受 取 利 息

雑収入・未収金

付

〈予算額〉
536,979

3,300,000
導藝暴.摯 磐①

藝_10.(DOtti

導電]驀 .尋 Ci奪〕

慶藝ゼ}○番曇

1.慶善寺‐暴巻(D

10,992,000
辞̀

勝
癬塗.曇善拳

繊、器⑬O、 重}寺 曇

2,000,000
2,400,000
6,200,000

500,000
3,500,000

100
600.000

収 入 合 計 30,029,079

|☆会費納入の|お願い☆●本年度会費が未納|の方|は●お早めに納入くださtヽま|す|ようお願いいたし|ます:

(鈴木 誠)


